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【手続補正書】
【提出日】平成27年7月15日(2015.7.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電気化学貯蔵装置であって、
　電気的に直列接続された複数のハイブリッド電気化学セルを備え、
　複数のハイブリッド電気化学セルの各々が、
　　負のアノード電極と、
　　正のカソード電極と、
　　水系電解質と、を含み、
　前記アノード電極の充電貯蔵容量が、前記カソード電極の充電貯蔵容量よりも低く、
　複数のハイブリッド電気化学セルのうちの少なくとも１個のセルの充電時に前記アノー
ド電極の充電貯蔵容量を超えると、電解質の水が前記少なくとも１個のセルのアノード電
極において局所的に電気分解して水素とＯＨ- 種を形成する装置。
【請求項２】
　請求項１記載の装置において、
　前記装置が、ハイブリッドエネルギー貯蔵装置を含み、
　作動中の前記カソード電極がアルカリ金属陽イオンを可逆的にインターカレートし、
　前記アノード電極が、前記アノード電極の表面のアルカリ金属陽イオンの可逆的非ファ
ラデ反応によって電荷を貯蔵する容量性電極、または前記アノード電極の表面のアルカリ
金属陽イオンと部分的電荷移動表面相互作用を起こす擬似容量性電極を含み、
　前記アノード電極が、アノードバイアス条件下の１Ｍ　Ｎａ2 ＳＯ4 中で１２０Ｆ／ｇ
を超えるように改変された高表面積炭素を含む装置。
【請求項３】
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　請求項２記載の装置において、
　前記カソード電極が、式Ａx Ｍy Ｏz を有する材料を含み、式中、ＡはＬｉ、Ｎａ、Ｋ
、Ｂｅ、ＭｇおよびＣａの１種類以上であり、ｘは、使用前には０～１の範囲であり、使
用中には０～１０の範囲であり、Ｍは任意の１種類以上の遷移金属を含み、ｙは１～３の
範囲であり、ｚは２～７の範囲であり、前記アノード電極は活性炭を含み、前記電解質は
ＳＯ4

2- 、ＮＯ3 
- 、ＣｌＯ4 

- 、ＰＯ4
3- 、ＣＯ3

2- 、Ｃｌ- またはＯＨ- 陰イオンを
含む装置。
【請求項４】
　請求項３記載の装置において、
前記カソード電極がドープもしくは非ドープ立方晶スピネルλＭｎＯ2 形材料またはＮａ

0.44ＭｎＯ2 トンネル構造斜方晶材料を含み、前記アノード電極が活性炭を含み、前記電
解質が水中で溶媒和したＮａ2 ＳＯ4 またはＬｉ2 ＳＯ4 の少なくとも一方を含む装置。
【請求項５】
　請求項１記載の装置において、
　前記ＯＨ- 種が前記アノード電極の表面近傍のｐＨを増加させ、このｐＨを増加させる
ことが前記電解質の電圧安定性窓を局所的に低下させ、それによってさらなる水素発生を
抑制または抑止し、
　前記少なくとも１個のセルの充電時に形成された水素種が、前記少なくとも１個のセル
の放電時に前記ＯＨ- 種と結合する装置。
【請求項６】
　請求項１記載の装置において、
　前記アノード電極が、活性炭活物質および水素貯蔵材料を含む複合電極を含む装置。
【請求項７】
　請求項１記載の装置において、
　前記装置中の複数のハイブリッド電気化学セルの第１のセルが、前記装置中の複数のハ
イブリッド電気化学セルの第２のセルよりも製造時の充電貯蔵容量が低く、
　前記第１のセルが、放電および充電中に過充電および充電不足状態になり、
　前記装置が、セルレベルの電圧監視および電流制御回路を持たない装置。
【請求項８】
　請求項１記載の装置において、
　水がアノード電極／電解質界面において電気分解し始める前に利用可能な前記アノード
電極の充電貯蔵容量が、前記カソード電極の充電貯蔵容量の５０～９０％であり、
　前記アノード電極と前記カソード電極との質量比が、１未満であり、
　前記アノード電極の比容量と前記アノード電極の荷重との積が、前記カソード電極の比
容量と前記カソード電極の荷重との積よりも小さい装置。
【請求項９】
　電気化学エネルギー貯蔵装置を動作させる方法であって、
　電気的に直列接続された複数の水系電解質ハイブリッド電気化学セルを充放電するステ
ップを含み、
　充電時に、複数の水系電解質ハイブリッド電気化学セルのうちの少なくとも１個のセル
の充電時に前記少なくとも１個のセルのアノード電極の充電貯蔵容量を超えると、水系電
解質の水が前記少なくとも１個のセルのアノード電極において電気分解して水素およびＯ
Ｈ- 種を形成し、前記ＯＨ- 種が前記アノード電極の表面近傍のｐＨを増加させ、このｐ
Ｈを増加させることが電解質の電圧安定性窓を低下させ、それによってさらなる水素発生
を抑制または抑止し、
　放電時に、前記少なくとも１個のセルの充電時に形成された水素種が、前記ＯＨ- 種と
結合する方法。
【請求項１０】
　請求項９記載の方法において、
　複数の水系電解質ハイブリッド電気化学セルの各々が、アノード電極、カソード電極お
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よび水系電解質を含み、
　複数の水系電解質ハイブリッド電気化学セルの各々において、前記アノード電極の充電
貯蔵容量が前記カソード電極の充電貯蔵容量よりも低く、
　複数の水系電解質ハイブリッド電気化学セルの各々が、二次ハイブリッド水溶液エネル
ギー貯蔵セルを含み、
　作動中の前記カソード電極がアルカリ金属陽イオンを可逆的にインターカレートし、
　前記アノード電極が、前記アノード電極の表面のアルカリ金属陽イオンの可逆的非ファ
ラデ反応によって電荷を貯蔵する容量性電極、または前記アノード電極の表面のアルカリ
金属陽イオンと部分的電荷移動表面相互作用を起こす擬似容量性電極を含む方法。
【請求項１１】
　請求項１０記載の方法において、
　水がアノード電極／電解質界面において電気分解し始める前に利用可能な前記アノード
電極の充電貯蔵容量が、前記カソード電極の充電貯蔵容量の５０～９０％であり、
　前記アノード電極と前記カソード電極との質量比が、１未満であり、
　前記アノード電極の比容量と前記アノード電極の荷重との積が、前記カソード電極の比
容量と前記カソード電極の荷重との積よりも小さい方法。
【請求項１２】
　請求項１０記載の方法において、
　前記カソード電極が、ドープもしくは非ドープ立方晶スピネルλＭｎＯ2 形材料または
ＮａＭｎ9 Ｏ18トンネル構造斜方晶材料を含み、前記アノード電極が活性炭を含み、前記
電解質が、水中で溶媒和した１種以上のアルカリ陽イオンおよびＳＯ4 陰イオン種の組み
合わせを含み、セルレベルの電圧が監視も制御もされない方法。
【請求項１３】
　請求項９記載の方法において、
　前記少なくとも１個のセルの充電時に形成される水素種の少なくとも一部が、前記アノ
ード電極中、電極上または電極に貯蔵される方法。
【請求項１４】
　請求項１３記載の方法において、
　前記アノード電極が、活性炭活物質および水素貯蔵材料を含む複合電極を含み、前記少
なくとも１個のセルの充電時に形成される水素種の少なくとも一部が、前記水素貯蔵材料
中、材料上または材料に貯蔵される方法。
【請求項１５】
　請求項１２記載の方法において、
　前記アノード電極における水の電気分解が始まる電圧よりも１．５倍高いまたは０．８
ボルト高い電圧で前記電気化学エネルギー貯蔵装置を充電するステップを含む方法。
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